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第１回 双葉町復興まちづくり委員会 ふるさと再建部会 議事概要 

 

■日 時 ： 平成２４年１１月１２日（月） 午後３時０５分～午後４時３０分 

■場 所 ： 双葉町役場埼玉支所 ４階 ４－Ｂ 

■出席者 ： 別紙座席表のとおり  

■議事概要 

１．開会 

２．部会長並びに副部会長の選任について 

部会長に、福島大学経済経営学類教授 清水修二委員、副部会長に農業者代表 木

幡敏郎委員を選任。 

３．議事 

（１）帰還に向けた条件について 

資料 2、3-1、3-2、3-3、4 に基づき、事務局より説明後、質疑。委員の主な意

見は、以下のとおり。 

○ インフラ整備は一定規模の帰還を前提にすると、上下水道などは新たに作

りなおした方が効率的である。 

○ 線量の高い所は自然減衰に任せて、低い所の除染をすることが賢明。特定

地域の線量の高さを理由に戻れないと言うと身も蓋もなくなる。 

○ 戻る場合には仕事の見通しがなければならず、仕事の再建も併せて検討し

なければならない。参考までに、チェルノブイリの場合は「避難」ではな

く「移住」。国が土地も家屋も仕事も面倒を見ている。 

○ 草刈りなどまずできるところから、国や東電のお金でやってもらいたい。

一時帰宅すら出来なくなる。 

○ この部会の役割は住民の見通しを立ててもらう材料を出すこと。議論した

結果、難しいという結論は排除すべきでない。 

○ 帰還を目標に計画を作るべき。今後状況が変わってくれば、計画を作り直

す必要がある。 

○ 低い所を除染しても高い所から線量が移ってくる問題もある。 

○ 農業の再開は、水を使うのでかなり難しい問題である。 

○ 全員帰還を目標にせず、移住する人はそれでいいと考えるべき。 

○ 除染の方法など、他の町との連携や足並みをそろえる必要はある。 

○ 復興は総力戦。帰りたい意見や帰らないという意見があるが、全双葉町民

が生活できるところが復興だと思う。 

○ 意見をまとめるため勉強会があればいい。3回の議論では結論付けられない。 
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○ 線量は専門家に任せ、それ以外を決めればよい。地元の意見を拾うのが我々

の役目。専門家ではわからないところに目を向けていくべき。 

○ 帰還の条件としては、放射能の問題があるために、どの程度で復旧できる

かが問題となる。 

○ 健康被害は、これから出てくるという専門家の話もある。 

○ 田村市の除染は、田や畑では混ぜて終わっている。それを双葉町でやったら多分住

めないし、農業も出来ないと思う。 

○ 町内の除染や倒壊建物の片付けを、国や東電に働きかけていく必要がある。 

○ 自分は中間貯蔵施設に反対。受ける時は最終処分場を明示させるなど、条

件を必ず組んでほしい。 

○ 中間貯蔵施設受入れと賠償がリンクしているというのはおかしい。もとも

と賠償を受ける権利はあるはず。 

○ 中間貯蔵施設について町民の意向調査をして欲しい。 

○ 除染を誰にやらせるか、復興の方針を決める上でも大事になるので、はっ

きり決めておかないといけない。 

○ 計画作りの観点から、安全な未来があることが条件。そのためには、①環

境が損なわれないこと。②社会において正義が成り立っていること。③経

済が健全であること。この 3つについて話し合っていくべき。 

○ 帰還に向けた生活レベルの基準（項目など）をある程度作るべき。 

○ 木村先生の話で 150 年帰れないとなると、事業が進まないので、双葉町の

住民として一致団結して帰るための方向付けが必要。 

○ 双葉町民の心のよりどころのためにも割り切っていい。全国の立地市町村

が双葉の動向を見ている。帰れるという方針だけでも違う。現実無理でも、

150年後でもいい。 

○ 結論を出す必要は無い。帰れる条件を示すところまででもいい。線量でも

いい。あとは本人の判断になると思う。 

○ 中間貯蔵施設についての勉強も必要。勉強会は委員全部で聞くべき。 

○ 帰る条件は、厳しい方がいい。 

○ 他の地域がこれ位の線量の中で生活しているという事も並行して話をしな

いといけない。 

○ 安全な未来のために克服しなければいけない事を体系的にまとめていけば

ある程度出てくるのではないか。 

○ 若い人は細かい所よりも、これからどうするのかが一番気になっている。

何のために、何を目指していくのか提示するべきと思う。 
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○ 住宅除染は、他の市町村の実施結果を参考にどの方法がいいかを見ればよ

いと思う。 

○ 双葉の倒壊した数多くの家などは、放射性廃棄物に近い。仮置き場、中間

貯蔵施設の国の見込み量は甘いと思う。 

○ 町全部を新しくする形にしないと難しいと思う。 

○ 区域内お墓の扱いは何とかならないか。 

○ 高線量地域の作業はできないと役場でいってもらえないか。 

 

（２）その他 

 

４．その他 

 

５．閉会 

 



第１回ふるさと再建部会座席表
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